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繊維学会誌「報文」活性化と正確な引用文献表記をお願い致します
－－繊維学会誌引用の際は“Sen’i Gakkaishi”と表記してください－－

繊維学会誌では論文誌としての価値を高めて、より一層会員の皆様、投稿者の皆様に貢献したいと考えており
ます。
これまで以上に積極的な御投稿をお願い申し上げますとともに、本誌を含め各種学術雑誌に研究成果を御発表
されます場合には、繊維学会誌の積極的な引用についても併せてお願い申し上げます。
特に引用を頂く際には、誌名の正確な綴りにもご留意いただきますようお願いいたします。現在の繊維学会誌
「報文」は、“Sen’i Gakkaishi”（nと i の間はアポストロフィでハイフンではありません）の表記をお使いいただ
きますようお願いいたします。

投稿時の体裁変更のお知らせ
これまで、投稿していただく際にカメラレディー形式に整えていただくことをお願いして参りましたが、今般
印刷システムの見直しにより、カメラレディー形式での投稿は必須ではなくなりました。
テキストデータ、図表データを別々のファイルでご用意いただき、図表の差し込み位置が分かるように本文中
に示していただければ、ベタ打ちで投稿いただけます。図、写真は jpeg 形式で、表はテキスト情報が抽出可能
なword 等で作成してください。その際本文はＡ4判に 10.5 から 12 ポイントのサイズで、改行幅は 1.5 行程度に
設定してください。
また、図表のレイアウトや大きさなど著者の体裁上のご希望を予めお伝えいただけ、ページ数の見積もりも可
能なため、これまで同様カメラレディー形式に整えていただいても結構です。カメラレディーひな形はホームペー
ジからダウンロードしていただけます。
投稿の際の負担を軽減することで、より迅速快適に研究成果をご発表いただけるようになりました。今後とも
繊維学会誌への積極的なご投稿をお待ちしております。

「報 文」編集委員
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編 集 委 員 植野 彰文（KBセーレン㈱）大島 直久（東海染工㈱） 金 翼水（信州大学） 小寺 芳伸（三菱レイヨン㈱）
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開催年月日 講演会・討論会等開催名（開催地） 掲載頁
26．11． 1�
11． 8�
11．15�

平成 26 年度繊維ベーシック講座大阪会場（大阪府・大阪産業創造館） A6

11． 8�
11．22�
11．29�

平成 26 年度繊維ベーシック講座福井会場（福井県・福井県中小企業産業大学
校） A6

11．13� 高分子材料の耐久性評価に関する講習会（大阪市・大阪市立大学交流セン
ター） A7

11．13�
14� 第 33 回無機高分子研究討論会（東京都・東京理科大学記念講堂） A7

11．14� 第 38回先端繊維素材研究委員会講演会・第 42回繊維加工シンポジウム－スポー
ツ産業と繊維素材（オリンピックと繊維）－（宇治市・京都大学宇治キャンパス） A4

11．15�
11．22�
11．29�

平成 26 年度繊維ベーシック講座東京会場（東京都・機械振興会館） A6

11．21� 繊維機械メーカー「村田機械㈱」見学会（京都市・村田機械㈱） A6
11．22�
11．29�

平成 26 年度繊維ベーシック講座名古屋会場（愛知県・愛知県産業労働セン
ター） A6

11．26�
27� 「ANFA不織布カンファレンス 2014」（大阪市・太閤園） A8

11．27㈭ 繊維の応用講座『医療・介護・ヘルスケアの最前線と繊維の関わり』－“すこ
やか”な社会を繊維で紡ぐ－（東京都・キャンパスイノベーションセンター） A3

11．27� 第 2回産学官連携シンポジウム（東京都・早稲田大学西早稲田キャンパス 55
号館） A7

12． 3�
4�

第 29 回ジオシンセティックスシンポジウム（東京都・（公社）地盤工学会 JGS
会館） A7

12． 6� 繊維学会創立 70 周年記念事業 第 41 回「感性研究フォ－ラム」講演会
おもてなしの感性（京都市・京都工芸繊維大学） A5

12． 6�
7�

第 38 回人間－生活環境系シンポジウム（長崎）（長崎県・長崎県立大学シーボ
ルト校） A7

12． 8�
～10� 第 41 回炭素材料学会年会（大野城市・大野城まとかぴあ） A8

12． 9� 特別セミナー「スマート社会を担うエネルギー技術」（大阪市・（地独）大阪市
立工業研究所大講堂） A7

12．10� 基礎から学ぶレオロジー「押出成形とレオロジー」（東京都・ヒューリック浅
草橋ビル） A8

12．12� ナノ粒子の安全性と応用の最先端～ナノが拓く未来の世界～（神戸市・甲南
大学フロンティアサイエンス学部） A8

12．13� 第 28 回東海支部若手繊維研究会（名古屋市・椙山女学園大学） A6
12．19� 繊維学会西部支部 講演会・見学会（延岡市・旭化成 向陽倶楽部内・ベン

ベルグ工場） A5
12．19㈮ 第 44 回 CPD（繊維技術）講演会（大阪市・大阪産業創造館） A6

繊維学会誌広告掲載募集要領・広告掲載申込書 平成22年 6 月号
繊維学会定款（平成24年 4 月 1 日改訂） 平成24年 3 月号
Individual Membership Application Form 平成24年12月号
繊維学会誌報文投稿規定（平成24年 1 月 1 日改訂） 平成26年 1 月号
訂正・変更届用紙 平成26年 3 月号
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平成26年度繊維学会主要行事予定

平成27年度繊維学会主要行事予定

当学会では、功績賞、学会賞、技術賞、論文賞、奨励賞、紙・パルプ論文賞を設け、一般会員より広く推薦を求め
ています。奮ってご推薦または応募ください。なお、論文賞は、一般公募をせず、論文賞選考委員によりその年の本
会会誌に投稿されました報文から選考されます。
推薦（応募）期限は平成 26 年 12 月 25 日㈭となっていますので、ご注意ください。推薦書類はホームページの「学
会賞」欄の学会賞についてからダウンロードして使用してください。お問い合わせは下記の本部または各支部にご連
絡ください。

1．繊維学会功績賞
① 対象：年齢満 60 歳以上の本会会員で繊維学会の発展に顕著な業績をあげた者、または繊維科学あるいは繊維

工業の発展に優れた業績をあげた者。
② 表彰の件数：5件以内。
2．繊維学会賞
① 対象：受賞年（平成 27 年）の 4月 1日において 51 歳未満の本会会員で、繊維科学について、独創的で優秀な研

究を行い、更に研究の発展が期待される研究者。
② 表彰の件数：2件以内。
3．技術賞
① 対象：本会会員（維持・賛助会員を含む）で、繊維に関する技術について、優秀な研究、発明または開発を行い、

繊維工業の発展に貢献した個人またはグループ。
② 表彰の件数：技術部門 3件以内、市場部門 1件以内。
4．論文賞
① 本会会員で、繊維科学および繊維技術に関し、その年の本会会誌（平成 25 年 1 月号～12 月号）に報文（論文）を
発表した研究者。

② 表彰の件数：3件以内。
5．奨励賞（本年度新設）
① 受賞年（平成 27 年）の 4月 1日において 36 歳未満の本会会員で、繊維科学もしくは繊維技術について優秀な研
究を行い、今後も継続して期待ができる新進気鋭の研究者。

② 表彰の件数：3件以内。
6．紙・パルプ論文賞
① 対象：授賞年（平成 27 年）の 4月 1日において 40 歳未満の本会会員で、過去 5年間に本会会誌に論文 2編以上
を発表した新進気鋭の研究者。

② 表彰の件数：1件以内。
問合せ先
本部 一般社団法人 繊維学会事務局 〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp

平成26年度繊維学会各賞授賞候補者募集

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所
繊維の応用講座 平成26年11月27日㈭ キャンパスイノベーションセンター（CIC 田町）
2015 年学術ミキサー 平成27年 1 月23日� 東大セイホクギャラリー
特別 繊維技術講座 平成27年 2 月20日� キャンパスイノベーションセンター（CIC 田町）

支 部 名 支部長名 所 在 地 TEL & E-mail

東北・北海道支部 及川 英俊 〒980－8577 宮城県仙台市青葉区片平 2－1－1
東北大学多元物質科学研究所

022－217－6357
oikawah@tagen.tohoku.ac.jp

関 東 支 部 荻野 賢司 〒184－8588 東京都小金井市中町 2－24－16
東京農工大学大学院工学研究院 応用化学部門

042－388－7404
kogino@cc.tuat.ac.jp

東 海 支 部 猪股 克弘 〒468－8511 愛知県名古屋市昭和区御器所町
名古屋工業大学大学院 しくみ領域 工学研究科

052－735－5274
inomata.katsuhiro@nitech.ac.jp

北 陸 支 部 久田 研次 〒910－8507 福井県福井市文京 3－9－1
福井大学大学院 工学研究科 繊維先端工学専攻

0776－27－8574
k-hisada@u-fukui.ac.jp

関 西 支 部 浦川 宏 〒606－8585 京都府京都市左京区松ヶ崎橋上町 1
京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科

075－724－7567
urakawa@kit.jp

西 部 支 部 田中 敬二 〒819－0395 福岡県福岡市西区元岡 744
九州大学大学院工学研究院 応用化学部門

092－802－2878
k-tanaka@cstf.kyushu-u.ac.jp

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所
平成27年度年次大会 平成27年 6 月10日㈬～ 6月12日� タワーホール船堀（東京都江戸川区）
第45回夏季セミナー 平成27年 7 月29日㈬～ 7月31日� 北九州国際会議場（小倉）

A2



繊維の応用講座
『医療・介護・ヘルスケアの最前線と繊維の関わり』

－－“すこやか”な社会を繊維で紡ぐ－－

健康で長生きしたい、誰しもが望む願望だと思います。その願望を支える最先端の医療やヘルスケア、そして介護分野
でご活躍の講師の先生方をお招きした講演会を企画しました。これらの分野では、高分子や繊維がすでに活躍しておりま
す。新しい材料の医療分野での応用の新展開をご紹介いただくとともに、ロボット技術や IT技術との融合による新しい
医療・ヘルスケア・介護を意識した企画となっております。是非、これらの分野でさらに繊維が活躍するためのヒントを
得る場として多数の方がご参加いただけますと幸甚です。ご参加お待ち申し上げます。

主 催：（一社）繊維学会
日 時：平成 26 年 11 月 27 日㈭ 10 : 00～17 : 00
場 所：キャンパスイノベーションセンター（東京都港区芝浦 3－3－6）
〈交通〉JR山手線・京浜東北線 田町駅（徒歩 1分）、都営三田線・浅草線三田駅（徒歩 5分）

プログラム：（講師敬称略）
1. 10 :00～10:10 開会挨拶
2. 10 :10～11:00 絹を用いた小口径人工血管ならびに再生医療材料の開発に関する研究

東京農工大学大学院 工学研究院 生命機能科学部門 朝倉 哲郎
3. 11 : 00～11 : 50 医療テクノロジーの現状と将来展望 テルモ株式会社 秘書室 産業政策部長 三澤 裕

11 : 50～13 : 00 －昼食休憩－

4. 13 : 00～13 : 50 ロボット外科の可能性
日本ロボット外科学会 理事、ニューハート・ワタナベ国際病院 石川 紀彦

5. 13 :50～14:40 ナノファイバーの医療応用と再生医療への展望
帝人株式会社 新事業推進本部 ヘルスケア新事業推進班 兼子 博章

14:40～15:10 －休憩－

6. 15 :10～16:00 身体的ふれあいを活かした神経学的セラピー用アザラシ型ロボット・パロ
産業技術総合研究所 ヒューマンライフテクノロジー研究部門 柴田 崇徳

7. 16 :00～16:50 着衣を介したマルチバイタルセンシングの最前線
東京電機大学 工学部 電気電子工学科 植野 彰規

8. 16 :50～17:00 閉会挨拶
（都合により、講演内容や時間を変更させていただくことがございます。ご理解のほどお願いいたし
ます）

定 員：100 名（定員になり次第締め切らせていただきます）
参加費：（消費税込み）

企業関係会員（含む維持・賛助会員）：15,000 円、企業非会員：18,000 円
大学官公庁関係会員：10,000 円、大学官公庁非会員：14,000 円、学生会員：3,000 円
学生非会員：5,000 円

申し込み：参加申込はホームページ http : //www.fiber.or.jp/jpn/events.html の応用講座からお願いします。
参加費は現金書留又は銀行振込みでお支払いください。振り込み手数料は振込人にてご負担ください。
現金書留・銀行の領収書をもって本会からの領収書に代えさせていただきます。
（みずほ銀行 目黒支店 普通口座 1894348 繊維学会講演会）

問合せ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
（一社）繊維学会 TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260

E-mail : office@fiber.or.jp
ホームページ：http : //www.fiber.or.jp/
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第38回先端繊維素材研究委員会講演会・第42回繊維加工シンポジウム
－－スポーツ産業と繊維素材（オリンピックと繊維）－－

1964 年の東京オリンピックをきっかけに日本は大きく発展しました。それにあやかり、6年後の東京オリンピックを、繊
維産業の大きな転換期にしたいものです。トップアスリートのための競技用ユニホームや競技器具はもとより、関連施設や
インフラなど、多くの局面において最先端の繊維素材を展開できる可能性があります。それぞれの関連企業においては、6
年後を目指して、もう開発をスタートさせているのではないでしょうか。今回の講演では、このような開発の基盤となる基
礎的な研究から、具体的な応用事例まで幅広く紹介させていただきました。それぞれの開発のコンセプトやヒントを提示で
きればと考えております。是非ご参加のほどよろしくお願い申し上げます。

主 催：�繊維学会・先端繊維素材研究委員会（AFMc）、繊維加工研究委員会関西委員会

日 時：平成 26 年 11 月 14 日� 13 : 00～17 : 40

場 所：京都大学宇治キャンパス、共同研究棟（化研） 大セミナー室
http : //www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/map6r_uji.htm
（〒611－0011 京都府宇治市五ヶ庄）JR奈良線または京阪宇治線、黄檗駅から徒歩 5～10 分

プログラム：

13:00～13:50 「運動イメージと脳」 早稲田大学 スポーツ科学学術院 彼末 一之

13:50～14:40 「スポーツと皮膚血流－発汗連関：衣服着用による修飾作用」 神戸女子大学 家政学部 平田 耕造

14:40～15:20 「高機能スポーツ用品を支える繊維素材」 ㈱アシックス スポーツ工学研究所 森 洋人

15:20～15:40 休憩

15:40～16:20 「スポーツ産業における先端繊維素材の展開」
帝人㈱高機能繊維事業本部 ソリューション技術開発部 田中 謙吾

16:20～17:00 「運動パフォーマンス向上ウエア「GENOME」の紹介」
㈱デサント ロジスティクス統括部 開発部 基礎開発課 山田 恵里

17:00～17:40 「シミュレーション技術を利用したスポーツウエア設計」 ミズノ㈱ 島名 孝次

定 員：約 50 名（先着順）

参加費：先端繊維素材研究委員会および繊維加工研究委員会会員は無料（法人会員は会 2名まで無料、会員 3名以降 5,000
円）、会員外（大学繊維学会員）6,000 円、会員外（企業繊維学会員）7,000 円、会員外（非繊維学会員）8,000 円

申込方法：葉書、FAXまたは E-mail にて、氏名・所属・連絡先を記入の上、下記宛にお申込みください。

申込先：〒611－0011 京都府宇治市五ケ庄
京都大学化学研究所
高分子物質科学領域内AFMc係、
TEL : 0774－38－3142
FAX : 0774－38－3146（AFMc事務局直通）
E-mail : zaibutu2@scl.kyoto-u.ac.jp
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繊維学会創立70周年記念事業
第41回「感性研究フォ－ラム」講演会

おもてなしの感性

主 催：繊維学会研究委員会「感性研究フォーラム」
共 催：京都工芸繊維大学繊維科学センター
協 賛：色材協会、日本家政学会、日本色彩学会、日本繊維製品消費科学会
日 時：平成 26 年 12 月 6 日� 13 : 00～16 : 00
場 所：京都工芸繊維大学（松ヶ崎キャンパス）60 周年記念館 1階

京都市営地下鉄烏丸線「松ヶ崎駅」下車 徒歩約 8分
京都工芸繊維大学へのアクセス：http : //www.kit.ac.jp/01/01_110000.html
キャンパスマップ：http : //www.kit.ac.jp/01/gakunaimap/matugasaki.html

プログラム：
13:00 受 付
13:30 開会挨拶 神戸松蔭女学院大学 徳山 孝子

（研究委員会「感性研究フォーラム」委員長）
13:30～15:00 コミュニケーションⅡ（講演）

『おもてなしの感性』 服飾評論家 市田ひろみ
物や言葉の中におもてなしの心遣いがある。
相手の心の中をよめるのが教養のある人だろう。
小さな言葉で傷つく人。小さな物でよろこぶ人。
人のやさしさがうれしいのは万国共通だ。

15:00～15:10 休 憩
15:10～16:00 コミュニケーションⅡ（パネルディスカッション）

パネリスト 服飾評論家 市田ひろみ
京都工芸繊維大学 教授 澤田美恵子
神戸夙川学院大学 教授 野本 哲平

定 員：100 名（先着受付とさせていただきます）
参加費：1,000 円（当日、受付にてお支払いください）
申込方法：氏名、E-mail を明記の上、お申し込みください。

尚、混雑を避けるため、E-mail のみの受付とさせていただきます。
申込先：E-mail : omotenashi.kansei@gmail.com

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

繊維学会西部支部 講演会・見学会

日 時：平成 26 年 12 月 19 日�
9 :30～12:15（講演会） 13:15～15:30（見学会）

場 所：講演会 旭化成 向陽倶楽部内 〒882－0847 延岡市旭町 6－4100
見学会 ベンベルグ工場

9:30 開会の挨拶 繊維学会西部支部長 九大院工 田中 敬二
講 演
1. 9 :35～10:15 最近の複合材料成形技術と応用例 北九州高専 永田 康久
2. 10 :15～10:55 自己秩序化高分子の分子設計と液晶場における配向制御 大分大工 氏家 誠司
繊維若手研究者賞受賞者表彰式および研究発表
11 :05～11:25 表彰式
11:25～12:15 研究発表
水中カウンターコリジョン法によるセルロース繊維のナノ微細化はどこから始まるのか？ 九大院生資環 宇都宮ひかり
セルロース結晶構造を構成する分子鎖シートの計算化学研究 宮崎大院農工 宇都 卓也
希土類錯体を蛍光プローブとして用いた高分子膜の分子運動特性評価 九大院工 青木 美佳
オリゴ糖鎖クラスター基板による細胞内シグナル伝達系の直接活性化 九大院生資環 上村 富美
種々のジイソシアネートを基材とした架橋ポリウレタンの網目構造の解析 長崎大院工 大池 浩貴
見学会
13 :15～15:30 ベンベルグ工場
参加要領：氏名、勤務先、連絡先、懇親会および見学会への参加の有無を明記の上、下記連絡先に 11 月 21 日�までにE-mail

または FAXでお申し込みください。
申込先：〒819－0395 福岡市西区元岡 744 九州大学先導物質化学研究所

繊維学会西部支部 庶務幹事 小椎尾謙
TEL : 092－802－2515 FAX : 092－802－2518 E-mail : kojio@cstf.kyushu-u.ac.jp
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第28回東海支部若手繊維研究会

共 催：繊維学会東海支部、日本繊維機械学会東海支部、
日本繊維製品消費科学会東海支部

日 時：平成26年12月13日�
場 所：椙山女学園大学

生活科学部棟（名古屋市千種区星ヶ丘元町 17－3）
内 容：一般研究発表，情報交換会
プログラム、参加申込等、詳細はホームページをご覧く
ださい。
http://www.fiber.or.jp/jpn/organization/division/tokai.html
問合先：〒464－8662 愛知県名古屋市千種区星ヶ丘元町

17－3
椙山女学園大学生活科学部生活環境デザイン学科
繊維機械学会東海支部 上甲恭平
TEL : 052－781－4523 FAX : 052－782－7265
E-mail : joko@sugiyama-u.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

平成26年度繊維ベーシック講座

繊維に関する基礎的で実用的な知識を習得していただく
「繊維ベーシック講座」を大阪・福井・名古屋・東京で開
講します。
1．大阪会場
（1）日程 平成26年11月 1 日�、11月 8 日�、11月15日�
（2）会場 大阪産業創造館
（3）受講料 29,000 円
（4）講座内容
11月 1 日 9 : 30～16 : 30 繊維、織物に関する基礎知識
11月 8 日 9 : 30～16 : 40 糸、編物、布地性能に関する

基礎知識
11月15日 9 : 30～16 : 30 染色加工、アパレルに関する

基礎知識
2．福井会場
（1）日程 平成26年11月 8 日�、11月22日�、11月29日�
（2）会場 福井県中小企業産業大学校
（3）受講料 29,000 円
（4）講座内容
11月 8 日 9 : 30～16 : 30 繊維、織物に関する基礎知識
11月22日 9 : 30～16 : 40 糸、編物、布地性能に関する

基礎知識
11月29日 9 : 30～16 : 30 染色加工、アパレルに関する

基礎知識
3．名古屋会場
（1）日程 平成26年11月22日�、11月29日�
（2）会場 愛知県産業労働センター
（3）受講料 22,000 円
（4）講座内容 「繊維の基礎知識、徹底講座」
11月22日 9 : 30～16 : 50 繊維、糸、織物に関する基礎

知識
11月29日 9 : 30～16 : 50 編物、染色加工、アパレルに

関する基礎知識
4．東京会場
（1）日程 平成26年11月15日�、11月22日�、11月29日
（2）会場 機械振興会館（東京都港区芝公園）

（3）受講料 29,000 円
（4）講座内容 「繊維ビジネスのためのベーシック講座」
11月15日 9 : 30～17 : 00 繊維・糸、織物・編物に関す

る基礎知識
11月22日 9 : 30～16 : 40 布地性能・アパレル関する基

礎知識
11月29日 9 : 30～16 : 30 染色・加工の基礎知識、消費

者苦情と対応
問い合わせ
日本繊維技術士センター（JTCC）本部事務所
〒564－0062 大阪市中央区備後町 3丁目 4番 9号

輸出繊維会館内 6階
TEL : 06－6484－6506 FAX : 06－6484－6575
E-mail : jtcc@nifty.com

――――――――――――――――――――――――――

繊維機械メーカー「村田機械㈱」見学会

主 催：日本繊維技術士センター（JTCC）技術情報・CPD
委員会

日 時：平成26年11月21日� 13 : 00～17 : 00
場 所：村田機械㈱本社 京都市伏見区竹田向代町 136

TEL : 075－672－8111
集合場所：本社 正門にて受付後、12 : 45 までに会議室に

集合
見学内容：
1）見学プログラムの案内と村田機械㈱の紹介
2）村田機械㈱繊維機械事業部代表のご挨拶
3）自動ワインダーに関するご講演
4）VORTEX精紡機の概要と最新技術動向に関するご講
演

5）TMTマシナリー㈱の製品と最新技術動向に関するご
講演

6）工場（ショールーム）見学
参加料：無料（事前申し込みが必要）

第44回CPD（繊維技術）講演会

主 催：日本繊維技術士センター
日 時：平成26年12月19日� 13 : 30～16 : 30
場 所：大阪産業創造館 5F 研修室 B

（大阪市中央区本町 1－4－5）
プログラム：
・下水道・管路更生技術への繊維の応用

JTCC会員 城山義見
・ファッションはテクノロジーを求めている

JTCC会員 中野 廣
・衣料用素材開発の現状と今後 JTCC会員 松本三男
申込先及び問合せ先：
日本繊維技術士センター（JTCC）本部事務所
〒564－0062 大阪市中央区備後町 3丁目 4番 9号

輸出繊維会館 6F
TEL : 06－6484－6506 FAX : 06－6484－6575
E-mail : jtcc@nifty.com
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第33回無機高分子研究討論会

主 催：高分子学会 無機高分子研究会
日 時：平成 26 年 11 月 13 日�、14 日�
場 所：東京理科大学記念講堂 神楽坂キャンパス 1号館

17 階（東京都新宿区神楽坂 1－3）
プログラム：
基調講演：元素ブロック高分子の構造と力学特性

神戸大院工 西野 孝
招待講演：シロキサンからなるナノ材料を用いたハイ

ブリッド高分子薄膜の構築
東北大多元研 三ツ石方也

（講演タイトル未定）
山形大院理工 森 秀晴

問合せ及び申込先：
高分子学会 第 33 回無機高分子討論会係
TEL : 03－5540－3771 E-mail : nishizawa@spsj.or.jp

――――――――――――――――――――――――――

高分子材料の耐久性評価に関する講習会

主 催：日本材料学会
日 時：平成 26 年 11 月 13 日� 10 : 00～16 : 50
場 所：大阪市立大学交流センター（大阪市北区梅田 1－2－

2－600 大阪駅前第 2ビル 6階）
プログラム：
高分子材料というもの～その実像と劣化～

中部大学 武田邦彦
高分子の寿命と予測～ゴムでの実践を通して～

ロンドン大学 深堀美英
高分子材料の劣化と安定化 住友化学 北村和裕
自動車用樹脂部品の信頼性設計の考え方

デンソー 安藤幸也
電気製品における高分子材料の耐久性評価

三菱電機 三谷徹男
申込先：日本材料学会「高分子材料の耐久性評価」講習会係

TEL : 075－761－5321 E-mail : jimu@jsms.jp

――――――――――――――――――――――――――

第2回産学官連携シンポジウム

文部科学省科研費新学術領域「元素ブロック高分子材料の
創出」
主 催：「元素ブロック高分子材料の創出」総括班
日 時：平成 26 年 11 月 27 日� 13 : 00～17 : 30
場 所：早稲田大学西早稲田キャンパス 55 号館 1F

大会議室（東京都新宿区大久保 3－4－1）
プログラム：
・「プリンテッドエレクトロニクスに向けた透明ハイブ
リッドフィルムの開発とナノ表面改質」

東北大学 宮下徳治
・「有機エレクトロニクスデバイスの現状と将来展望」

大阪府立大学 内藤裕義
・「ポリマー機能化を支えるハイブリッド技術」

積水化学工業 中壽賀 章

・「メソポーラスシリカのナノ空間材料としての魅力」
太陽化学 南部宏暢

・「元素ブロック高分子材料の工業的応用への可能性」
大阪市立工業研究所 松川公洋

申込及び問合せ先：「元素ブロック高分子材料の創出」事
務局

TEL : 082-424-7743 E-mail : office@elemennt-block.org

――――――――――――――――――――――――――

第29回ジオシンセティックスシンポジウム

主 催：国際ジオシンセティックス学会日本支部
日 時：平成 26 年 12 月 3 日�、4日�
場 所：（公社）地盤工学会 JGS 会館（東京都文京区千石 4－

38－2）
テーマ：ジオセンティックスに関する製品性能、設計・施

工事例、試験・調査、研究成果等の研究開発論文
及び事例報告の発表

問合せ先：東京大学工学部社会基盤学科 内村太郎
（TEL : 03－5841－6120）
E-mail : uchimura@civil.y.u-tokyo.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

特別セミナー
「スマート社会を担うエネルギー技術」

主 催：（一社）大阪工研協会
日 時：平成 26 年 12 月 9 日� 10 : 00～17 : 20
場 所：（地独）大阪市立工業研究所

大講堂（大阪市城東区森之宮 1－6－50）
プログラム：
・燃料電池・水素技術開発の動向

産業技術研究所 安田和明
・家庭用燃料電池に搭載された新開発膜・電極接合体
（MEA）について パナソニック 上山康博
・太陽電池の現状と開発動向

豊橋技術科学大学大学院 伊崎昌伸
・実用化が広がるマグネシウム燃料電池

東京工業大学院 矢部 孝
・リチウムイオン電池 現在・過去・未来

旭化成 吉野 彰
問合せ先：大阪工研協会講習会事務局

TEL : 06－6962－5307
E-mail : info@osakaira.com
http : //www.osakaira.com

――――――――――――――――――――――――――

第38回人間－生活環境系シンポジウム
（長崎）

主 催：人間－生活環境系学会
日 時：平成 26 年 12 月 6 日�、7日�
場 所：長崎県立大学シーボルト校（長崎県西彼杵郡長与

町まなび野 1-1-1）
プログラム：口頭発表、ポスター発表、総会、表彰式
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問合せ先：長崎県立大学国際情報学部情報メディア学科
庄山茂子 TEL : 095－813－5088
E-mail : shoyama@sun.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

第41回炭素材料学会年会

主 催：炭素材料学会
日 時：平成 26 年 12 月 8 日�～10 日�
場 所：大野城まとかぴあ（福岡県大野城市曙町 2－3－1）
プログラム：
特別講演 九州環境管理協会理事長 持田 勲
「水素エネルギーと炭素」特別セッション
インターナショナルセッション（英語での発表）

問合せ先：炭素材料学会年会準備委員会
九州大学先導物質科学研究所
尹（TEL : 092－583－7959）
E-mail : yoon@cm.kyushu-u.ac.jp
宮脇（TEL : 092-583-8857）
E-mail : miyawaki@cm.kyushu-u.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

基礎から学ぶレオロジー
「押出成形とレオロジー」

主 催：プラスチック成形加工学会
日 時：平成 26 年 12 月 10 日�
場 所：ヒューリック浅草橋ビル 3F Room 3

（東京都台東区浅草橋 1－22－16）
プログラム：
・レオロジー入門 伸長レオロジー入門

京都大学 増渕雄一
・（仮）ドイツの最新伸長レオロジー計測技術（英語講演）

Gottfert Joachim Sunder
・材料設計とレオロジー

北陸先端科学技術大学院大学 信川省吾
・フィルム成形と伸長レオロジー

プライムポリマー 大槻安彦
問合せ先：（一社）プラスチック成形加工学会 事務局

TEL : 03－5436－3822 FAX : 03－3779－9698

――――――――――――――――――――――――――

ナノ粒子の安全性と応用の最先端
～ナノが拓く未来の世界～

主 催：日本化学会コロイドおよび界面化学部関西支部
日 時：平成 26 年 12 月 12 日�
場 所：甲南大学フロンティアサイエンス学部 7F

レクチャールーム（神戸市中央区港島南町7－1－20）
プログラム：
・安全性試験における粒子径分布

ISO分散安定性評価G日本担当委員長 武田真一

・ナノ粒子の安全性の in vitro 試験方法
産業技術総合研究所 堀江祐範

・ナノゲル工学による新規DDSの開発
京都大学 秋吉一成

・刺激応答性ポリマー材料によるポソームの機能化と
DDS応用 大阪府立大学 河野健司
・3Dプリンタ マイクロ光造形実験機の紹介

アズマ工機 赤野玉明、上原穂積
・ナノダイヤとその応用（光学シート）

東京工業大学 坂尻浩一
・ナノ粒子分散複合材料の設計と精密合成

甲南大学 赤松謙祐
問合せ先：関西大学化学生命工学部 宮田隆志

TEL : 06-6368-0949
E-mail : tmiyata@kansai-u.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

「ANFA不織布カンファレンス2014」

主 催：日本不織布協会
日 時：平成 26 年 11 月 26 日�、27 日� 9 : 00～16 : 00
場 所：太閤園（大阪市都島区網島町 9－10 TEL : 06－6356－

1110
プログラム：
26日・旭化成せんいの繊維と不織布事業の世界展開

旭化成せんい 高梨利雄
・世界・アジアの不織布市場動向

ANFA 土谷英夫
・中国の不織布産業の最新動向

ANFA シン ヤン
・インドの不織布市場動向

ANFA グプタ サミヤ
・極薄不織布用の熱仕上げカレンダー技術の革新と
応用 チーフウエル エンジニアリング社

ユウ アレックス
・中国高速鉄道車両の内装用難燃不織布の研究

南通大学 チャン ユウ
・炭素繊維複合材－歴史と将来－

東レ 小田切信之
・天然由来の濾材設計 台湾大学 コウラン トン
・スチームジェット技術の効果と特徴

クラレクラフレックス 清岡純人
27日・不織布バッテリーセパレーターの現状

日本バイリーン 田中政尚
・エレクトロスピニンクとメルトブローによる合成
HEPAフィルターの開発

ドンファハイテック社 キム ジュンクン
・衛生製品の最新動向とその不織布

ユニ・チャーム 古屋光大
・世界の不織布技術と製品の最新動向

日本不織布協会 矢井田修
問合せ先：日本不織布協会 事務局

E-mail : info@anna.gr.jp

A8


	a_cover_1411
	b_adv1_1411
	c_adv2_1411
	d_adv3_1411
	e_adv4_1411
	f_index_1411
	g_articleindex_1411
	h_information_1411

